
プランナープランナープランナープランナーってなーにってなーにってなーにってなーに？？？？    
 

 

 

どうも、しまだしんすけべです。 

 

この資料は、「事業プランナーとは何か？」というレポートの抽象度を下げて解

説したものです。 

 

社会学者の加藤秀俊さんが日本語は日本人だけでなく、外国の方も日本語を勉

強し、使っている人もいるので、よりよい日本語ユーザーになりましょうよ的

なことを言っている。 

 

漢字を少なく、敬語や文法なども細かく気にしない、、、コミュニケーションの

ツールとして、日本語を上手に使おうというメッセージです。 

 

というわけで、日本語を勉強している外国人の方にも“伝わる”ように翻訳し

ていこうと思います。 

 

それでは、はじめましょう！ 

 

 

 

プランニングっていうのは、 

もやもやしたアイディアを 

カタチにすること 

 
 

プランナーっていうのは「プランニング」をする人のことです。 

 



プランニングというのは、もやもやしたアイディアをカタチにすること。 

 

アイディアってわかりますか？ 

 

こうなったらいいなー！ 

こんなことあったらおもしろいかも！！ 

これとこれが組みあわさったらみんなおどろくはず！！ 

 

なんてあたまの中でぼんやり考えることを 

 

「アイディア」 

 

って言うんです。 

 

例えば、近くのレストランはいつもおいしいご飯をだしてくれるのに、お客さ

んが少ない、こうすればもっとお客さん入るんじゃないかなーとか 

 

ここの遊園地にあそこのお花教室でつくったお花を飾ったらもっとお客さんき

てくれるかも、、、とか、 

 

日本で人気のあるマンガを外国のことばになおしてインターネットをうまくつ

かえばもっと広まるぞ、、、なんていうこと。 

 

考えていてワクワクしてたのしいことをアイディアって言うんです。 

 

だけど、このワクワクをどうやってやったらいいかわからない。 

 

たのしいはずだし、みんなも喜ぶだろうけど、あたまの中で広がるばかりで、

なかなかカタチにできない。 

 

そこでプランナーさんの登場です。 

 

「どうしたんだい？」 

 

と言って、あなたの考えていることをあなたにあわせていっしょに考えてくれ



る。 

 

「これはね、こことここを組み合わせて、これをあそこに 

もっていけばもっとキレイになるよ。それにね、、、」 

 

こんなふうに、あなたのあたまの中を目の前に描いてくれます。 

 

それだけではありません。 

 

プランナーさんは今までいろんな人のあたまの中をみてきて、アイディアをカ

タチにするお手伝いをしてきたから、あなたが見えていない部分もみてくれま

す。 

 

「ここにはこんな色はどうかな、これをつけてみてもおもしろいよ、こうすれ

ばもっとみんなは喜ぶし、あっ！と、おどろくと思うよ。どうだい？」 

 

こんなふうにあなただけの絵をえがいてくれるのです。 

 

あなたが世の中をもっとよくしたいと考えていることやたくさんの人が喜ぶん

じゃないかな、と思っている事をあなたにあわせていっしょに考えてくれるの

がプランナーさんです。 

 

 

それってコンサルタントや 

マーケッターとどうちがうの？ 
 

 

なんて思うかもしれませんね。 

 

コンサルタントやマーケッターとプランナーが大きくちがうのは、止まってい

るか動いているかのちがいです。 

 

コンサルタントさんやマーケッターさんは止まっているから、右をみても左を

みてもいつも同じ風景。 



「目の前に池があるから、お魚のつり方をおしえるよ 

かわりにあとでジュースをごちそうしてね！」 

 

なんてよく言います。 

 

「え？なんでお魚とれないの？ 

ボクはとれたからうまくいかないのはおかしいよ！」 

 

と言います。 

 

いつも同じところにていつも同じ事をしているから、違いに気づきにくいので

す。 

 

そんなときプランナーさんは、、、 

 

「どうしたんだい？向こうにりんごがなっていたから、 

それを食べにいこうよよ。」 

 

といってあなたを別なところにつれていってくれます。 

 

いつも動いていて、いろんな風景をみているから、あなたにあわせたアドバイ

スをくれますし、あなたが知らない楽しいところも教えてくれます。 

 

コンサルタントさんやマーケッターさん、プランナーさん、、、みんなおなかい

っぱいになる方法を教えてくれるのですけど、 

 

止まっているか・動いているかでこんなに違うんですね。 

 

あなたにはどっちの方があいますか？ 

 



あなたにぴったりよりそい、 

いっしょに新しいワクワクを世の中に届ける。 

それがプランナーなのです。 
 

 

コンサルタントやマーケッターはいつも同じところにいて、同じ方法をためし

ている。 

 

ひとつの風景しかみていないから、ほかの世界に気づかないこともおおい。 

 

それにそれにそれにそれに比比比比べてべてべてべて、、、、プランナーはいつもプランナーはいつもプランナーはいつもプランナーはいつも動動動動いていていていていていていていて、、、、いろんないろんないろんないろんな    

世界世界世界世界をみているからをみているからをみているからをみているから、、、、あなたにあなたにあなたにあなたに新新新新しいことをしいことをしいことをしいことを教教教教えてくれるえてくれるえてくれるえてくれる。。。。    

    

あなたがあなたがあなたがあなたが気気気気づいていないあなたづいていないあなたづいていないあなたづいていないあなた自身自身自身自身のよさやあなたができることのよさやあなたができることのよさやあなたができることのよさやあなたができること、、、、    

できないことできないことできないことできないこと、、、、今今今今やるべきことやるべきことやるべきことやるべきこと、、、、やらないほうがいいことやらないほうがいいことやらないほうがいいことやらないほうがいいこと、、、、、、、、、、、、    

すべてすべてすべてすべて理由理由理由理由をつけてをつけてをつけてをつけて教教教教えてくれますえてくれますえてくれますえてくれます。。。。    

    

みんながなみんながなみんながなみんながなるほどーというるほどーというるほどーというるほどーという理由理由理由理由があってがあってがあってがあって、、、、ひとつひとつがつながっていてひとつひとつがつながっていてひとつひとつがつながっていてひとつひとつがつながっていて    

進進進進むべきむべきむべきむべき方向方向方向方向もももも教教教教えてくれるえてくれるえてくれるえてくれる。。。。    

    

それがプランナーなんですそれがプランナーなんですそれがプランナーなんですそれがプランナーなんです。。。。    

 

では、プランナーにはどんないいことがあるの？ 

って思うかもしれないので、紹介しますね。 

 

僕なりにまとめてみましたら、この３つにおさまりました。 

 

１． １人でたくさんの感謝とお札がもらえま

す。（収入の道がたくさんあります） 

 



ふつう、ビジネスってひとつもっておわりじゃないですか？ 
 

でも、プランナーっていうのは、アイディアをカタチにするひとだから、同時

にいくつものチームに入れる。 

 

ということは、おおくのしゅうにゅうの道があるということなんですね。 

 

ひとつだけの収入のみちですと、なんかあったときに不安になりませんか？ 

 

それがプランナーになれば、なんこも何十個も収入の道ができるから、すごく 

安定感があるし、安心感があるんですね。 

 

また、自分の時間やカラダをたくさんつかうわけではなく、おもしろいことを

まとめて、みんながすすむ道をおしえる役割だから、 

 

いくつもの「おもしろいこと」にとりくめます。 

 

たくさんの人から感謝とお金をもらえるのがプランナーなんです。 

 

 

２．好きなことを仕事（ビジネス）にする人

生を送れる。 
 

 

ほとんどの人は自分の好きなことはなかなか仕事にならないと考えていますよ

ね。 

 

でも、プランナーなら好きなことを仕事にすることができるんです。 

 

こうなったらもっとおもしろいのになーっていうワクワクをもっと大きくして

いく人だから、いつも楽しい仕事ばかり。 

 

仕事だけでなく、自分の人生もカタチにできるのもプランナー。 



わかりやすく言うと「なりたい自分に自分でなれる」ということです。 

 

 

３．人にビジネスを教えることができる。 

 

プランナーはいつも動いていて、いろんなチームに入っていますよね。 

 

なので、たくさんの経験をします。 

 

たくさんの発見をします。 

 

だからこそ、みんなが気づかないおもしろい組み合わせを思いついたり、新し

いものを生み出せたりできるのです。 

 

そして、いつもあなたの目線であなた見えていないことを教えてくれるので、

あなたに新しい考えかたや楽しみ方を教えてくれます。 

 

そうです、いろんな世界をみてきているので、いろんなことを教えてあげる事

ができるのです。 

 

そして、教わった方もワクワクをもっと大きく広げていき、また次の人にアイ

ディアをカタチにする「プランニング」を教える、、、そして、次の人もその次

の人に教えていく。 

 

こうやって世界がよりよくなっていく。 

 

その担い手がプランナーなのです。 

 

・・・ 

 

この３つがプランナーのメリットでしょうか。 

 

あなたの活動の何かのきっかけになればうれしいです。 

 



それでは、このへんで。 

 

ありがとうございました！ 

 

 

しまだしんすけべ 

 

 

 

 

 


